
叫
ぶ
ざ
共
に
王
政
の
復
古
に
脳
中
す
Q
か
る
が
故
に
爾
後

幕
府
の
山
4
3
詞
さ
て
は
幕
府
の
存
在
を
否
定
せ
ざ
る
開
國
遠

略
論
者
は
、
翻
暴
論
を
唱
へ
て
佐
幕
に
傾
き
へ
佐
久
間
象
山

、
横
井
小
楠
、
大
槻
磐
漢
の
如
臨
、
・
こ
れ
な
り
）
諸
藩
の
志
士

記
入
等
に
し
て
幕
府
の
存
在
を
否
定
せ
る
開
幕
遠
略
論
者

は
、
擾
夷
論
を
唱
へ
て
等
温
三
編
に
攣
雑
費
灘

曝
縛
諜
膿
蓋
し
自
然
の
勢
な
り
。

　
要
す
る
に
水
戸
學
派
等
の
主
唱
せ
る
撰
夷
論
は
手
段
に

し
て
目
的
に
非
ら
す
、
前
提
に
し
て
同
時
に
結
論
た
る
に

非
〔
ら
す
、
マ
ハ
支
那
思
想
の
影
響
を
主
筆
ビ
す
る
排
外
の
説
．

に
非
ら
す
、
況
ん
や
叉
鎖
國
因
循
の
保
守
論
に
非
ら
す
、

無
意
義
の
戦
端
を
開
か
ん
ご
す
る
の
暴
論
に
非
ら
す
、
天

下
萬
世
の
爲
め
に
奪
嚴
な
る
國
膿
を
擁
護
し
、
完
金
な
る

國
家
統
一
の
大
業
を
爲
さ
ん
ご
す
る
最
も
進
歩
し
た
る
意

見
な
膨
き
ご
謂
ふ
べ
き
な
り
。

　
　
（
附
言
）
安
政
光
熱
前
後
の
際
に
於
け
る
水
翻
の
行
動

　
　
主
張
に
至
り
て
は
、
な
ほ
特
に
細
説
を
要
す
る
も
の

　
　
あ
れ
ざ
も
、
之
を
他
日
に
期
せ
ん
ビ
す
。

弘
法
大
師
の
入
定
説
に
就
い
て文

學
博
士

喜
　
　
田

貞
　
　
吉

　
　
　
　
㎜
　
緒
　
　
　
雷
．

　
弘
法
大
師
は
死
ん
だ
の
で
は
な
く
て
、
共
の
實
高
野
山

の
岩
籏
で
入
定
℃
て
、
・
生
身
の
ま
＼
に
龍
華
三
禽
の
五
十

　
　
　
第
五
巷
　
　
研
　
究
　
　
弘
法
大
師
の
入
定
親
に
就
い
て

六
億
七
千
萬
歳
の
後
を
待
っ
て
居
ら
れ
る
の
だ
ビ
の
説
が

古
く
か
ら
あ
る
。
大
江
匡
房
の
本
朝
融
仙
縛
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
弘
法
大
師
…
…
後
軸
心
金
剛
峯
寺
一
入
、
金
剛
定
↓
予
“

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
九
　
（
一
五
三
）



　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
弘
法
大
師
の
入
定
説
に
就
い
て

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
今
存
焉
。
思
入
離
見
脚
継
凪
髪
常
生
、
形
容
不
㍗
獲
。
穿
躊

　
　
由
頂
謡
入
“
底
千
里
許
、
爲
二
灘
定
之
豊
強

ε
あ
る
。
同
じ
入
の
弘
浜
大
師
讃
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
り
　
む
　
　
　
り
　
　
り
　
り
　
り
　
　
　
　
　
　
り
　
り

　
　
初
謹
二
一
ご
地
↓
後
遺
三
単
身
幻
入
二
金
剛
定
↓
昇
；
摩
尼

　
鮮

ビ
あ
る
。
匡
房
は
天
仁
二
年
に
七
十
一
歳
で
死
ん
だ
人
で

あ
る
か
ら
、
右
の
如
き
入
定
説
は
、
大
師
入
滅
後
邊
く
も

二
百
叫
五
十
年
の
頃
に
は
、
既
に
立
涙
に
成
立
し
て
居
た

も
の
で
あ
る
こ
ご
が
知
ら
れ
る
。
更
に
匡
房
よ
り
も
精
年

長
者
で
あ
っ
た
経
蕪
骨
畔
の
大
師
御
行
欺
集
記
を
見
る

ご
、
一
議
詳
細
の
記
事
が
あ
る
。

　
　
搏
日
。
告
二
弟
子
｝
日
、
我
有
二
却
世
之
思
《
欲
レ
遽
二

　
　
本
懐
幻
翫
明
年
三
月
之
中
也
う
汝
等
挑
一
　
法
燈
沸
可
レ

　
　
護
二
豊
艶
幻
是
報
二
輪
恩
↓
報
二
師
恩
…
言
書
也
、
、
云
々

　
　
有
ダ
高
州
、
方
今
諸
弟
子
下
半
諦
蕪
。
吾
生
期
今
不
μ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
幾
、
仁
等
好
住
、
愼
転
轍
法
弓
吾
窯
跡
二
入
定
噛
者
。

　
　
今
年
三
月
二
十
…
u
寅
剋
。
諸
弟
子
等
莫
レ
爲
二
悲
泣
℃

　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
〇
　
（
｝
五
四
）

吾
薄
恥
而
蹄
劃
漫
雨
部
曲
寳
諭
唐
詞
代
r
吾
平
二
春
顧
幻
，

是
亦
定
理
也
．
、
吾
生
年
六
十
二
、
法
臓
四
十
一
。
吾

　
　
　
　
（
工
小
千
字
ナ
シ
）

初
思
、
及
二
千
一
百
歳
「
住
“
世
、
奉
レ
護
二
幅
法
↓
然

而
特
翫
藷
弟
子
↓
急
蔓
擬
二
様
世
一
蝶
々

或
傳
田
、
然
剛
從
二
大
寺
．
艮
角
Q
入
二
三
十
六
町
↓

　
む
　
む
　
む

ト
ニ
入
定
虚
高
率
＝
兼
日
【
聲
コ
修
之
つ
其
書
意
二
十
日
弓

四
時
行
“
法
Q
共
闘
御
弟
子
等
、
共
唱
「
彌
勤
寳
號
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

至
∴
時
剋
一
業
二
言
語
ハ
結
鋤
殊
坐
、
十
二
大
日
冗
印
ハ

　
　
　
　
　
　
　
む

奄
然
入
レ
定
。
時
年
承
和
二
年
、
乙
卯
三
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　

丙
寅
之
時
也
。
錐
「
闇
レ
目
、
自
除
宛
如
生
身
ゆ
及
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　

七
々
獅
忌
↓
御
書
子
等
皆
以
拝
見
。
顔
色
不
レ
鍵
、
襲

む
　
む
　
　

髪
更
生
。
肉
ゲ
之
加
二
剃
除
《
盗
心
二
次
裳
“
盤
レ
石
築
ゾ
壇
、

覆
二
韓
土
ハ
ー
・

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　

或
黒
日
、
御
入
定
所
爲
5
令
“
造
瓢
築
墓
画
　
依
レ
勅
賜
二

　
　
　
　
（
後
の
誤
㌧

螢
作
料
↓
從
太
上
天
皇
有
二
著
書
《
日
、
眞
言
法
匠
、

密
漁
宗
師
、
郵
家
葱
秘
隠
護
持
幽
動
植
荷
二
其
辮
念
ゆ

　
　
　
　
（
未
の
談
）

嶽
圖
奄
慈
父
逼
無
常
等
云
々
。
末
代
弟
子
篇
以
、
月
支



　
　
六
葉
、
隠
形
於
鶏
足
↓
受
＝
応
化
付
囑
ゆ
期
二
慈
尊
出

　
　
世
つ
一
1
域
吾
師
、
藏
二
身
高
野
↓
傳
一
一
法
身
秘
敷
“
待
二

　
　
龍
華
三
鼎
｛
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
　
大
師
告
」
示
御
弟
子
｝
口
、
有
ド
書
誌
、
吾
入
定
後
必

　
　
往
二
醐
伽
峯
強
膜
↓
町
レ
待
一
・
彌
川
幅
婆
心
斡
割
出
∵
世
、
　
五
十
山
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　

　
　
億
除
之
後
の
必
慈
尊
下
生
之
時
、
寓
レ
定
砥
候
。
可
レ

　
　
問
二
吾
先
跡
つ
亦
黙
認
下
之
間
、
見
精
微
雲
管
↓
可
レ

　
　
察
二
弟
子
信
否
栂
是
時
宗
勤
之
者
得
F
肺
、
不
信
之
者

　
　
不
レ
幸
。
努
力
々
々
、
勿
レ
爲
後
跡
㌦
肝

郎
ち
大
師
は
豫
め
入
定
を
畳
惚
し
、
生
身
の
ま
＼
に
彌
勒

細
紐
の
嶢
を
待
っ
て
居
る
の
だ
こ
言
ふ
の
で
あ
る
。
随
っ

て
大
師
は
無
論
其
の
肉
身
を
保
存
し
、
顔
色
愛
せ
す
醤
髪

も
成
長
す
る
こ
い
ふ
の
で
あ
る
Q
更
に
同
書
に
は
こ
ん
な

寅
叩
ま
で
黒
み
へ
て
居
る
。

　
　
醍
醐
帝
御
宇
延
喜
年
中
、
…
…
或
説
日
、
依
二
帝
皇

　
　
御
夢
想
↓
以
二
曲
正
掘
賢
い
被
二
所
請
蛤
重
依
“
有
二
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　

　
　
想
ハ
階
噛
二
心
戚
雁
鯉
…
開
に
御
入
定
巌
窟
《
　
奉
レ
見
二
顔

　
　
　
第
五
怨
　
　
研
　
究
　
　
弘
法
大
師
の
入
定
親
に
就
い
て

　
　
　
　
む
　
　
　
　
り
　
む

　
　
色
幻
只
如
一
一
例
人
溜
思
二
往
昔
色
像
如
レ
此
鰍
℃
俗
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
観
鮎
並
勅
使
、
凡
可
レ
奉
r
見
門
人
、
皆
皆
亮
。
然
加
二

　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む

　
　
剃
除
↓
懸
二
御
法
服
（
如
レ
本
奉
二
害
鳥
一
巳
了
⊃
且
ハ
ニ

　
　
子
細
一
筆
¶
聞
公
家
∴
」
云
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ノ

　
　
或
三
日
、
轟
轟
儒
正
野
研
羅
臼
癒
ゆ
蓑
一
・
官
裁
一
開
二

　
　
む
　
む
　
む
　
む
　

　
　
御
入
定
巌
窟
い
欲
r
拝
コ
見
之
［
露
、
奥
耳
降
コ
臨
雲

　
　
霧
↓
宛
如
膚
一
骨
暗
ゆ
比
肩
列
座
之
輩
、
纏
錐
レ
聞
二
昔

　
　
灘
↓
無
レ
見
二
燈
夢
幻
上
下
踏
肥
、
成
皿
・
怖
畏
晶
奉
・
念
二

　
　
三
寳
。
愛
僧
正
槻
賢
、
恥
＝
罪
障
之
深
↓
屡
致
＝
無
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
　
之
幟
悔
の
共
後
漸
々
蝶
蝶
雲
霧
↓
既
奉
〆
舞
凱
見
御
入

　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む

　
　
定
之
黒
垂
↓
宛
如
是
睡
八
噸
無
三
敢
衰
㎝
一
容
色
℃
武
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む

　
　
使
等
皆
豊
野
舞
↓
欣
悦
無
レ
極
。
次
奉
ゾ
剃
二
御
髪
↓

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　

　
　
奉
び
着
コ
法
衣
幻
如
レ
本
奉
唱
藏
牧
一
畢
云
云

入
定
ご
云
へ
ば
死
ん
だ
の
で
は
な
く
、
肉
身
の
ま
、
に
藤

定
三
昧
に
入
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
た
ざ
へ
百
千
萬
億
年
を

経
よ
う
こ
も
、
其
の
肉
鍋
は
腐
敗
分
解
し
て
は
な
ら
ぬ
。

随
っ
て
大
師
が
、
芯
俵
ま
で
も
結
鞠
鉄
坐
の
ま
、
で
簾
三
内

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
㎜
　
（
一
五
五
）



　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
弘
法
大
師
の
入
定
観
に
就
い
て

に
睡
っ
て
居
る
こ
の
説
の
掲
る
の
も
、
無
理
の
な
い
次
第

で
、
大
師
は
此
の
歌
態
の
ま
、
に
彌
勤
の
出
世
を
待
っ
て
、

恵
び
完
を
出
で
ら
れ
る
べ
き
筈
な
の
で
あ
る
。
帥
ち
膿
め

娑
婆
世
界
に
慌
て
、
五
十
六
億
除
歳
の
彌
勒
の
出
世
を
待

っ
て
居
る
課
で
、
彌
勒
浮
野
の
兜
拳
天
に
往
生
す
る
の
で

は
な
い
。
此
の
意
昧
に
於
て
は
、
前
聞
行
状
集
記
の
文
に

「
吾
入
定
後
二
面
兜
拳
他
天
一
、
可
レ
待
二
彌
勒
慈
奪
出
世
し

と
あ
る
の
は
、
矛
盾
の
戚
が
な
い
で
も
は
い
が
、
是
は
肉

詰
を
共
ま
、
に
山
野
野
由
上
に
止
め
て
、
其
本
膿
な
る
盤
魂

は
兜
率
天
に
往
生
し
、
彌
勤
寓
世
の
お
絆
を
し
て
、
再
び

も
こ
の
肉
膿
に
戻
り
、
定
を
出
つ
る
こ
い
ふ
意
味
に
解
す

べ
き
も
の
で
あ
る
Q
而
し
て
此
の
後
に
現
は
れ
た
傳
記
に

至
っ
て
は
、
軌
れ
も
此
の
入
定
説
を
租
恥
し
な
い
も
の
は

な
い
。
而
し
て
此
の
意
昧
に
於
て
、
高
膨
由
は
信
徒
の
あ

る
特
別
の
信
仰
を
澄
…
い
て
居
…
る
の
で
あ
る
。

　
併
し
な
が
ら
弘
法
大
師
こ
て
も
同
じ
く
入
類
で
あ
る
。

入
類
ご
し
て
堂
に
町
な
か
ら
ん
や
で
、
彼
亦
普
池
の
八
類

　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
號
　
　
　
　
三
二
　
　
（
㎜
五
山
ハ
）

ご
同
じ
く
、
病
氣
に
よ
っ
て
往
生
を
遽
げ
、
殊
に
茶
断
の

儀
に
よ
っ
て
葬
式
を
行
ひ
、
遺
骨
を
罷
め
論
定
し
て
罎
い

だ
場
所
に
藏
め
た
の
で
あ
っ
た
。
此
の
事
は
當
時
の
史
料

明
か
に
之
を
馴
し
て
居
る
Q
然
る
に
も
拘
ら
す
、
後
に
入

定
不
死
の
説
の
起
る
に
至
っ
た
の
は
、
大
師
が
偉
人
こ
し

て
崇
敬
せ
ら
れ
た
結
果
で
あ
っ
て
、
斯
く
の
如
き
奇
蹟
談

は
他
の
異
俗
に
も
往
々
に
し
て
縛
へ
ら
れ
、
敢
て
不
思
議

こ
す
る
に
も
當
ら
ぬ
の
で
は
あ
る
が
、
面
も
特
に
此
の
大

師
入
定
説
に
就
い
て
は
、
其
の
説
の
出
軍
鍵
遷
す
る
駈
に

頗
る
面
白
い
漕
塀
半
が
な
い
で
も
な
い
。
乃
ち
是
を
…
以
て
奇

蹟
談
獲
生
の
一
例
こ
し
て
、
左
に
税
詳
に
其
の
経
路
を
槻

察
し
て
見
だ
い
ご
思
ふ
〇

　
　
　
　
二
　
弘
法
大
師
の
入
寂

　
弘
法
大
師
が
死
ん
だ
の
で
あ
る
こ
か
、
或
は
死
ん
だ
の

で
無
い
ご
か
い
ふ
こ
ご
は
、
固
よ
り
史
着
服
の
問
題
で
は

な
い
○
叉
宗
湯
上
の
信
仰
か
ら
し
て
、
思
死
を
入
定
ざ
信

ず
る
に
至
っ
た
事
實
に
就
い
て
も
、
固
よ
り
之
を
否
定
す



る
に
及
ば
ぬ
。
俳
し
な
が
ら
、
大
師
死
去
當
時
に
於
て
は

勿
論
、
少
く
も
死
後
約
六
十
年
の
後
に
至
る
ま
で
、
其
の

死
が
遺
弟
同
門
の
入
興
に
於
て
も
，
立
派
に
認
識
せ
ら
れ

て
居
た
に
拘
ら
す
、
後
に
至
っ
て
此
の
入
定
説
を
生
す
る

に
至
っ
た
に
就
い
て
は
　
頗
る
興
昧
あ
る
浩
革
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
Q

大
師
の
死
は
立
派
に
績
日
本
後
証
に
見
え
て
居
る
。
口
く

　
　
丙
寅
ル
。
稀
藤
充
健
都
傳
燈
大
法
師
位
塞
海
、
細
二

　
　
轟
鉢
鮮
菜
角
醒
勅
遣
丙
食
．
天
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
弔
二
法
師
喪
《
並
施
二
喪
料
℃
…
…

　
　
法
師
者
讃
岐
國
多
度
郡
汰
、
…
…
…
断
熱
天
膨
大

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　

　
　
僧
都
喝
自
有
二
終
焉
之
志
↓
隠
考
課
紀
伊
國
金
剛
峯

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
寺
吻
化
去
之
時
年
六
十
三
。

帥
ち
大
師
は
紀
俳
の
灘
居
に
終
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
天
子

喪
を
弔
し
給
ひ
、
喪
料
を
も
賜
は
つ
た
の
で
あ
る
Q
殊
に

其
の
葬
式
は
火
葬
で
あ
っ
て
、
大
師
の
遣
骸
は
忽
ち
も
こ

の
四
大
に
露
原
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
海
和
上
皇
の
弔
問

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
弘
法
大
師
の
入
定
説
に
就
い
て

の
勅
を
記
し
て
、

　
　
後
太
上
天
皇
有
二
弔
事
↓
臼
、
最
州
際
洪
匠
、
密
諸
宗

　
　
師
。
邦
家
慧
曹
…
莫
護
持
↓
動
植
荷
二
面
辮
念
℃
量
薄
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
磁
未
ゾ
逼
、
無
常
遽
侵
。
仁
舟
守
レ
樟
、
羽
喪
失
ソ
蹄
。

　
　
墜
呼
煮
端
・
艦
犠
・
臨
撫
・
ア
鯉
麺
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

　
　
む
　
　

　
　
奔
赴
、
相
コ
助
茶
毘
℃
言
之
爲
レ
恨
、
過
量
干
満
。
思
コ

　
　
醤
蕉
窟
“
悲
凍
重
層
料
。
廻
者
蓬
寄
二
軍
書
↓
弔
ソ
之
。

　
　
遅
達
弟
子
、
入
室
桑
門
、
棲
愴
如
何
。
象
以
達
ソ
旨
、

ご
あ
る
。
此
の
御
領
書
に
よ
れ
ば
」
大
師
が
火
聾
に
よ
っ
て

ら
葬
れ
た
の
で
あ
っ
だ
事
が
、
明
か
に
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
然
る
に
入
定
説
を
主
張
す
る
側
か
ら
云
へ
ば
、
右
の
文

は
頗
ひ
其
説
の
妨
害
こ
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
前

引
行
歌
集
記
の
如
き
は
、
「
無
常
遽
侵
」
以
下
の
全
文
を
割

っ
て
、
「
無
常
等
云
云
」
の
五
字
に
聡
し
、
更
に
「
末
代
弟
子
」

霧
下
の
文
を
附
正
し
て
透
る
。
彼
の
元
亨
騨
書
の
如
き
も

同
じ
く
入
定
説
を
傳
へ
る
が
爲
に
、
「
仁
舟
磨
悼
し
以
下
の

全
文
々
削
っ
て
、
「
野
馳
二
草
書
↓
弔
コ
慰
大
定
」
の
八
字
に

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
三
三
　
（
一
鞭
七
）



　
　
　
第
鉱
巻
　
　
研
　
究
　
　
弘
法
大
師
の
入
定
説
に
就
い
て

改
め
て
あ
る
。
是
等
は
確
か
に
悪
意
あ
る
改
作
ε
云
は
れ

て
も
暴
力
の
融
…
な
か
る
べ
き
も
の
ご
思
は
れ
る
。

　
爾
共
の
火
葬
を
裏
書
す
べ
く
、
後
ま
で
も
廟
堂
の
遊
に

炭
荻
な
ご
が
獲
っ
て
居
っ
た
こ
い
ふ
町
鳶
が
あ
っ
だ
ら
し

い
◎
而
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
大
師
が
火
葬
に
附
せ
ら
れ
た

ビ
い
ふ
説
も
唱
へ
ら
れ
て
居
だ
ら
し
い
。
是
に
就
い
て
は

紀
伊
績
風
土
記
高
野
山
之
部
の
、
開
山
傳
譜
に
之
を
辮
じ

て
、　

　
さ
て
も
大
師
の
御
入
定
ビ
い
ふ
こ
ご
、
誠
に
小
國
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　

　
　
代
に
取
っ
て
比
類
な
し
。
其
に
就
て
或
俗
生
の
串
す

　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
　
に
は
、
「
大
師
の
入
定
ご
云
は
疑
あ
る
べ
し
。
外
記
の

　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
ワ
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　

　
　
日
記
に
も
更
に
見
え
す
、
只
世
の
常
の
人
入
滅
せ
し

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　

　
　
よ
ふ
、
火
葬
に
し
奉
り
た
り
や
、
御
廟
堂
の
邊
炭
茨

　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
な
ご
残
れ
b
o
又
公
家
よ
り
葬
料
を
邊
ら
る
」
ご
な
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　

　
　
云
こ
も
、
此
車
輻
り
に
あ
ら
す
。
大
師
自
吾
入
定
す

　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　

　
　
嘘
註
し
置
給
ふ
事
明
な
り
。
外
記
日
記
な
ご
に
見
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
モ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

　
　
澱
事
さ
も
侍
ら
ん
。
此
は
秘
事
に
て
、
重
き
門
徒
の

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
四
　
（
旺
、
　
．
ノ
）

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
外
は
知
ぬ
事
に
て
、
世
の
常
の
入
滅
に
擬
し
て
、
御

　
　
弟
子
達
も
其
の
由
に
も
て
な
し
け
れ
ば
、
左
も
申
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む

　
　
つ
ら
ん
。
炭
灰
箆
り
け
る
は
、
御
入
定
の
後
暫
く
は

　
　
番
に
な
り
て
、
御
廟
院
を
守
謹
し
奉
り
け
り
。
麟
鷹

　
　
扶
桑
略
詑
行
化
野
讐
。
御
入
定
勘
決

　
　
詑
に
此
等
の
條
詳
明
な
り
今
略
す
。

ご
、
、
可
な
り
苦
し
い
説
明
を
試
み
て
居
る
。
右
の
引
用
書

は
、
行
化
記
以
外
は
未
だ
親
し
く
之
を
調
査
す
る
の
機
・
を

得
ぬ
か
ら
、
所
謂
俗
生
の
説
が
何
時
頃
に
唱
へ
ら
れ
だ
も

の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
つ
れ
入
定
説
成
立
し
た
後
の

も
の
で
．
而
も
炭
竃
な
ご
が
な
ほ
存
し
だ
こ
あ
れ
ば
、
さ
う

後
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
、
に
外
詑
臼
記
ご
は
、
績
田
本
後

紀
勅
撰
の
材
料
ご
な
っ
た
も
の
で
、
共
の
時
代
の
も
の
は

後
世
に
縛
へ
ら
れ
て
居
ら
ぬ
。
然
る
に
右
の
説
に
は
、
大

師
の
入
定
を
疑
ふ
に
就
い
て
、
其
の
根
檬
を
流
布
の
績
口

滅
後
紀
に
求
め
す
、
更
に
其
の
根
本
史
料
π
る
外
記
殿
詑

を
引
い
て
居
る
の
は
、
此
の
俗
生
な
る
も
の
、
説
が
、
ま

だ
績
総
本
後
紀
流
布
以
前
、
恐
ら
く
は
ま
だ
共
の
材
料
な



る
外
記
日
記
が
残
っ
て
居
っ
た
頃
に
、
、
之
を
見
て
言
ひ
出

さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
相
當
古
い
時
代
の
説
で
あ
っ
だ
事

が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
尤
も
古
代
の
火
糞
は
、
臨
時
に

竃
を
築
い
て
、
薪
を
積
重
ね
て
屍
膿
を
焼
い
た
の
で
あ
る

か
ら
、
．
比
較
蘭
後
ま
で
も
炭
灰
は
遣
残
し
得
べ
く
、
随
っ

て
報
下
っ
た
世
に
な
っ
て
も
、
其
の
存
在
を
見
て
、
入
定

説
に
取
っ
て
は
可
な
り
の
傷
手
た
る
べ
き
右
の
説
が
艇
つ

た
ご
し
て
も
無
理
は
な
い
○
而
し
て
之
に
封
ず
る
辮
明
は
、

大
師
は
笠
ハ
の
實
入
定
せ
ら
れ
た
も
の
な
る
も
、
便
富
上
普

通
の
死
の
如
く
装
っ
て
之
を
世
に
綾
表
し
穴
の
で
、
親
し

き
門
徒
の
外
は
之
を
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
蓬
云
っ
て
居
る

の
で
あ
る
。
足
れ
併
し
な
が
ら
不
自
然
千
竃
の
事
で
あ
っ

て
、
其
の
租
師
を
顯
彰
ぜ
ん
ご
す
る
弟
子
達
の
駈
行
ε
し

て
は
、
極
め
て
受
取
り
難
い
芝
だ
ご
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

殊
に
其
の
親
し
き
弟
子
達
も
、
其
の
實
明
か
に
大
師
の
死

を
云
っ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
右
の
辮
解
は
到
底
成
立
す

べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
弘
法
大
師
の
入
定
設
に
就
い
て

　
遺
弟
眞
濟
が
大
師
入
滅
の
年
の
十
刀
二
日
に
甘
い
淀
ご

い
ふ
察
里
俗
都
傳
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

　
　
承
和
元
年
五
月
晦
臼
、
召
コ
漁
業
子
等
一
語
、
生
期
今

　
　
　
　
　
む

　
　
不
レ
幾
、
汝
等
好
住
、
愼
守
二
佛
法
一
吾
風
息
ン
山
。

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　

　
　
九
月
初
資
定
二
葬
塵
。
二
年
正
月
以
摩
、
却
絶
一
永
漿
℃

　
　
三
人
諌
レ
之
日
、
此
身
易
レ
腐
、
更
可
コ
以
レ
髭
爲
ジ
養
。

　
　
　
　
　
（
マ
・
）

　
　
天
厨
前
重
刻
、
甘
露
急
進
。
止
乎
止
乎
、
不
ノ
用
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
む
　
　

　
　
間
味
の
至
ニ
チ
三
月
一
｝
十
一
日
後
夜
↓
右
脇
士
滅
。
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
弟
子
等
＝
一
者
悟
鷹
ソ
病
。
三
二
遺
激
一
越
ゾ
敏
・
一
束
峯
ゆ

　
　
生
年
六
十
二
、
夏
蚕
四
十
一
Q

芒
書
い
て
あ
る
。
此
の
文
で
見
れ
ば
、
大
師
は
病
症
に
安

心
な
往
生
を
遽
げ
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
生
き
な
が
ら

…
殿
窟
に
入
定
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
葬
儀
も
亦
豫
定
通
．

り
に
行
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
當
時
の
葬
儀
が
普
通
火

葬
で
あ
っ
た
事
は
、
盤
異
記
を
見
て
も
ほ
や
其
の
有
様
が

画
せ
ら
れ
る
。
此
の
書
記
す
る
所
、
時
に
土
葬
の
例
が
な

い
で
は
な
い
が
、
其
の
場
合
に
は
必
ず
特
に
土
葬
に
し
た
、

　
　
　
　
　
　
　
箏
二
號
　
　
　
三
五
　
（
一
五
力
）



　
　
　
第
五
谷
　
　
研
　
究
　
　
弘
法
大
師
の
入
定
説
に
就
い
て

理
由
を
書
い
て
あ
る
の
を
見
て
も
、
以
て
當
晴
の
風
潮
が

察
せ
ら
れ
よ
う
。
斯
く
て
淳
和
上
皇
の
如
き
に
至
っ
て
は
、

蕾
に
御
遺
骸
を
神
品
に
附
せ
し
め
ら
れ
た
の
み
な
ら
す
、

其
の
御
遺
骨
を
も
粉
辞
し
て
之
を
山
中
に
散
布
せ
し
め
、

山
陵
を
起
す
事
す
ら
お
止
め
に
転
ら
れ
た
軽
で
あ
っ
た
。

此
の
際
に
於
て
大
師
の
葬
儀
が
、
亦
茶
毘
の
法
に
よ
っ
て

行
は
れ
鷺
で
あ
ら
う
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
淳
和
上
皇
の
御
吊

書
に
た
ご
ひ
「
茶
事
」
の
文
字
が
な
く
、
廟
堂
の
附
近
に
よ

し
や
炭
茨
が
残
っ
て
居
な
く
ご
も
、
容
易
に
推
測
し
得
ら

れ
る
事
で
あ
ら
う
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　

　
此
の
年
十
月
嵯
峨
上
皇
が
「
突
二
海
上
入
」
の
御
製
の
詩

を
賜
は
つ
た
。
其
の
中
に
、
「
化
身
往
世
何
能
久
、
塵
界
定

留
ゴ
恵
遠
名
輔
網
侶
古
來
以
爲
〆
樂
、
凡
夫
徒
豊
野
コ
傷
情
…
」

ε
か
、
「
從
レ
無
爵
議
長
已
英
、
魂
分
何
慮
救
ゴ
蒼
生
一
し
な
ご

い
ふ
御
句
が
あ
る
。
論
れ
實
に
大
師
の
死
を
悼
ま
れ
た
も

の
で
、
之
に
嘉
す
る
遺
弟
實
慧
の
謝
恩
の
表
に
も
、

　
　
今
月
七
日
伏
奉
二
御
製
手
札
℃
嬰
－
先
師
一
之
詩
、
震
章

　
　
　
　
　
　
蟻
〃
二
　
號
　
　
　
　
一
二
山
ハ
　
（
一
六
∩
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
　
高
潔
、
照
丸
餅
下
土
幻
生
死
榮
寵
、
蚕
砂
二
無
窮
吻
悲

　
　
幸
吾
々
。

の
語
が
あ
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
先
師
は
其
の
生
前
の
み
な

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む

ら
す
、
死
後
の
榮
寵
を
辱
う
し
た
の
で
あ
っ
て
、
實
慧
は

之
を
謝
し
奉
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
更
に
同
人
が
翌
承
和

三
年
五
月
に
唐
の
青
龍
寺
の
門
侶
に
遣
は
し
た
書
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
和
琴
卜
二
糠
南
山
門
置
二
一
伽
藍
↓
爲
二
終
焉
聖
地
つ

　
　
艦
名
日
二
金
闘
峯
寺
版
本
二
今
上
承
和
元
繭
去
レ
都
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む

　
　
住
。
二
年
置
悲
、
薪
姻
盤
火
滅
。
行
年
⊥
ハ
十
二
。
鳴
呼

　
　
哀
哉
。
南
山
麺
レ
臼
、
雲
樹
含
レ
悲
。
　
一
人
傷
悼
、
吊

　
　
使
馳
嚢
コ
四
餐
乱
軍
、
如
レ
奨
二
父
舞
鴫
鳴
呼
着
帯
。

　
　
實
慧
等
心
同
呑
レ
火
、
眼
七
二
沸
泉
汐
不
レ
能
死
滅
ハ

　
　
守
ゾ
房
絡
焉
。
…
…
…

ビ
も
あ
る
。
其
の
何
時
に
於
て
大
師
の
死
は
、
何
等
の
疑

義
な
く
公
表
せ
ら
れ
、
入
定
の
如
き
説
は
少
し
も
あ
ら
は

れ
て
居
な
か
っ
陀
こ
ε
は
、
到
底
疑
を
痴
る
べ
き
で
は
な

い
Q



　
更
に
大
師
入
滅
後
⊥
ハ
十
年
の
、
寛
季
七
年
置
書
い
た
貞

槻
寺
座
士
↓
．
の
…
贈
大
俗
正
塞
海
和
上
竪
記
の
如
き
に
至
っ
て

は
、
露
骨
に
註
ハ
の
病
死
の
事
を
明
記
し
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
承
和
二
年
嬰
レ
病
、
隠
副
居
金
剛
古
寺
弔
三
年
三
月
二

　
　
　
　
　
　

　
　
＋
百
卒
離
彗
三

　
こ
、
に
承
和
二
年
病
に
嬰
リ
コ
ニ
年
に
卒
し
だ
ご
云
ひ
、

年
六
十
三
こ
い
ふ
の
に
は
、
年
数
に
懸
軍
が
あ
る
。
蓋
し

筆
者
記
憶
の
誤
謬
で
あ
ら
う
。
蒲
も
な
ほ
入
定
説
の
事
は

少
し
も
見
え
す
、
最
も
露
骨
に
其
の
死
を
液
書
し
て
あ
る

班
は
、
以
て
當
．
時
門
徒
の
解
し
て
居
っ
た
勝
を
見
る
に
足

る
の
で
あ
る
。
貞
親
寺
は
黒
海
の
愛
弟
幸
し
て
、
同
時
に

法
弟
な
る
眞
雅
俗
正
が
第
…
代
の
座
主
に
な
っ
た
寺
で
、

既
の
入
元
慶
三
年
に
入
寂
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
元
慶
七

年
の
座
，
王
ぱ
恐
ら
く
眞
雅
の
遺
弟
で
あ
ら
ふ
が
、
今
茎
の

名
を
明
に
す
る
こ
ご
が
出
邪
な
い
。
併
し
な
が
ら
其
の
傳

ふ
る
駈
の
大
師
末
期
の
事
情
は
、
毫
も
疑
を
容
る
べ
か
ら

ざ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
人
心
　
　
研
　
究
　
　
弘
法
大
師
の
入
定
魏
に
就
い
て

　
斯
く
の
如
く
空
頭
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
多
く
の
史
料
の
存

す
る
に
拘
ら
す
、
大
師
滅
後
二
百
四
十
五
年
頃
の
、
経
範

や
匡
房
の
頃
に
至
る
ま
で
の
問
に
、
入
定
説
は
立
腰
に
出

二
上
っ
て
居
る
の
で
あ
る
○
是
は
抑
如
何
な
る
由
來
の
も

の
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
　
罵
　
意
趣
入
窯
鵠
の
晶
帯

　
弘
法
大
師
が
高
野
由
の
巌
窟
内
に
入
定
し
て
、
生
身
の

ま
、
に
彌
勒
串
世
の
曉
を
待
っ
て
居
る
こ
い
ふ
思
想
は
、

無
論
大
師
の
高
徳
を
偲
ぶ
の
あ
ま
り
に
、
何
時
ご
は
な
く

作
り
上
げ
ら
れ
た
説
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
に
は
種
々
の
細

來
の
あ
る
事
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
〇

　
　
一
、
高
野
出
は
大
．
師
の
入
定
虚
こ
し
て
定
め
ら
れ
た

　
　
　
場
所
で
あ
る
ご
い
ふ
事
。

　
　
二
、
大
師
は
死
後
龍
華
三
會
の
曉
を
挨
っ
て
、
彌
勒

　
　
　
出
世
に
遇
ひ
た
い
ご
云
っ
て
居
ら
れ
た
こ
い
ふ
事

　
　
三
、
自
然
…
の
死
を
待
た
す
、
生
き
な
が
ら
身
を
識
し
つ

　
　
　
て
、
往
生
を
…
逐
ぐ
る
こ
い
ふ
思
想
の
行
は
れ
た
事

　
　
　
　
　
　
餓
剛
　
二
　
雑
肋
　
　
　
　
一
一
一
七
　
　
（
一
山
ハ
一
）



　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
弘
法
大
師
の
入
定
識
に
就
い
て

此
の
三
つ
の
條
件
が
綜
合
せ
ら
れ
て
、
大
師
は
生
き
な
が

ら
巖
堅
塁
に
入
定
せ
ら
れ
た
、
生
身
の
ま
、
に
彌
勒
出
世

を
待
っ
て
居
ら
れ
る
の
だ
ご
い
ふ
説
は
成
立
し
た
も
の
ら

し
く
考
へ
ら
れ
る
。

　
第
一
に
高
野
山
が
大
師
の
入
定
庭
で
あ
る
こ
い
ふ
事
は

弘
仁
七
年
に
大
師
が
奏
資
し
て
、
入
定
庭
こ
し
て
高
野
山

を
賜
は
つ
た
こ
い
ふ
事
山
質
か
ら
嘱
一
へ
ら
れ
る
説
で
あ
る
。

是
は
固
よ
り
垂
下
で
あ
る
が
、
此
の
事
實
か
ら
し
て
、
は

て
は
其
の
山
に
於
け
る
大
師
の
入
滅
を
も
、
つ
ひ
に
は
入

定
ビ
呼
ぶ
こ
ご
に
な
り
、
い
つ
し
か
生
身
の
ま
、
に
止
ま

っ
て
居
ら
れ
る
ざ
い
ふ
思
想
を
生
す
る
に
も
至
っ
た
も
の

定
解
せ
ら
れ
る
。
朝
野
千
載
に
．

　
　
　
　
弘
法
大
師
講
コ
乞
入
定
庭
於
高
野
滋
　
表

　
　
沙
門
黒
海
言
。
室
海
聞
、
由
高
期
雲
爾
潤
μ
物
、
水

　
　
籏
期
魚
鱗
産
二
化
。
是
故
態
閥
酸
嶺
、
能
仁
之
遊
不
レ

　
　
休
、
孤
憤
奇
峯
、
槻
世
之
蹴
相
績
。
尋
」
其
所
ジ
由
、

　
　
地
勢
寒
詣
。
叉
有
一
‘
塵
巖
五
寺
縄
卓
論
比
鼠
屑
天
仙
↓

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
入
　
（
＝
ハ
ニ
）

　
　
一
院
定
量
蓮
レ
被
。
是
則
國
弊
習
、
民
之
梁
也
。
伏
惟

　
　
我
輩
歴
代
皇
帝
、
留
二
心
佛
浜
↓
金
刹
銀
藁
櫛
判
霜
朝

　
　
野
↓
談
義
龍
衆
、
毎
寺
爲
レ
林
。
法
之
興
隆
、
於
レ
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
足
尖
Q
但
恨
高
山
深
嶺
、
乏
二
四
灘
客
↓
幽
藪
窮
巌
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
希
・
・
入
定
賓
幻
室
海
少
年
田
、
好
渉
コ
覧
山
水
ゆ
從
二

　
　
吉
野
一
旦
行
一
日
、
更
上
腿
西
去
爾
臼
程
、
有
二
季
原

　
　
宅
地
職
名
日
二
高
野
℃
計
當
－
紀
研
國
伊
都
郡
南
つ
四

　
　
面
高
嶺
、
人
躍
絶
レ
瞑
。
今
思
、
上
策
訓
爲
商
家
↓
下

　
　
爲
四
々
修
行
者
照
影
コ
夷
荒
藪
“
藍
建
出
立
修
灘
一
院
ゆ

　
　
経
中
有
γ
誠
、
山
河
地
水
、
悉
是
坊
主
之
有
也
。
若

　
　
比
丘
受
罰
用
地
不
〆
許
物
（
帥
犯
ゴ
盗
罪
一
言
。
加
以
法

　
　
之
興
贋
悉
繋
∴
天
心
ゆ
若
大
、
若
少
、
不
二
敢
良
習
鴫

　
　
禦
掛
雛
コ
賜
彼
塞
地
↓
早
途
嵩
小
量
噂
然
期
四
時
勤
念

　
　
以
答
二
雨
露
之
施
幻
若
天
恩
允
許
、
難
球
コ
難
解
司
《

　
　
輕
塵
籏
震
、
伏
繍
豊
麗
。
沙
門
塞
海
蜷
惇
誠
恐
謹
言
。

　
　
　
弘
仁
・
七
隼
⊥
個
月
十
九
臼
　
　
　
沙
門
室
　
栂
上
衰

ビ
い
ふ
文
が
あ
る
。
即
ち
大
師
は
既
に
年
少
時
か
ら
高
野



山
の
静
寂
の
幽
．
境
な
る
に
着
賑
し
、
弘
仁
七
年
に
於
て
、

入
定
慮
こ
し
て
之
を
奏
思
し
、
許
可
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
、
に
入
定
ご
は
、
決
し
て
死
去
の
事
を
云
ふ
の
で
は
な

い
。
所
謂
灘
定
三
昧
に
入
っ
て
、
静
思
黙
考
す
る
の
意
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
師
は
莫
の
後
毎
年
入
定
麩
な
る
此
の
山
へ
摩
て
、
修
禅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
行
を
積
ま
れ
、
更
に
出
定
し
て
は
都
に
鰭
る
の
が
例
で

あ
っ
た
。
鏡
ハ
濟
の
庫
　
海
国
都
傳
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
去
弘
仁
七
年
、
表
コ
置
市
國
南
山
、
殊
爲
二
入
定
庭
℃

　
．
作
一
一
一
爾
草
庵
↓
去
撮
尚
雄
薔
居
ハ
移
入
二
南
山
幻
…

　
　
…
供
養
月
除
、
亦
居
二
高
雄
幻
…
…
…
錐
レ
云
二
世
事

　
　
無
一
レ
隙
、
春
．
秋
之
間
必
一
往
、
蕎
一
驚
山
中
℃

・
ご
あ
る
。

　
入
定
が
あ
れ
ば
出
定
が
あ
る
。
入
定
鵠
定
の
語
は
古
く

相
封
し
て
用
ひ
ら
れ
た
も
の
で
、
大
師
御
行
朕
集
記
に
引

い
た
帥
泉
苑
所
論
…
の
條
の
或
記
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
大
師
勤
修
錐
ゾ
経
二
七
日
一
議
雨
Q
大
師
入
γ
定
思
惟
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
守
敏
大
徳
隔
晩
取
諸
車
↓
既
入
二
水
瓶
づ
苫
云
即
出
ゾ
定

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
弘
法
大
師
の
入
建
説
に
就
い
て

　
　
延
修
二
介
践
夜
。
…
…
…

ビ
あ
る
が
如
き
は
、
明
か
に
其
の
翠
陰
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
高
野
山
が
大
師
の
入
定
庭
で
あ
る
ざ
い
ふ
の
も
、

此
の
意
昧
に
於
て
の
入
定
庭
で
あ
っ
て
、
決
し
て
絡
焉
の

地
の
意
味
で
は
な
い
。
然
る
に
之
を
入
定
慮
心
算
ひ
な
ら

は
し
た
事
か
ら
、
次
の
如
き
種
々
の
単
身
ご
混
濡
し
、
何

時
の
頃
か
ら
か
大
師
は
こ
、
に
入
定
せ
ら
れ
て
、
華
華
三

池
の
期
を
待
っ
て
居
ら
れ
る
の
だ
こ
言
ひ
下
し
た
⑳
で
あ

る
。

　
第
二
に
、
大
師
が
龍
華
三
論
の
期
を
待
た
れ
た
こ
い
ふ

事
は
、
二
時
に
於
て
多
く
行
は
れ
た
恩
想
で
、
敢
て
珍
ら
し

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
而
し
て
そ
れ
は
、
御
元
亨
の
文

き
呈
す
る
も
の
に
も
兄
え
て
居
る
。
弘
法
大
師
行
化
記
引

遺
丈
に
、

　
　
東
寺
座
主
大
阿
閥
梨
耶
者
、
吾
末
世
後
世
弟
子
也
。
吾

　
　
　
　
　

　
　
滅
度
以
後
、
弟
子
数
千
萬
之
間
長
者
也
。
難
二
門
徒

　
　
数
千
萬
窃
併
吾
後
世
弟
子
也
。
錐
ソ
不
γ
見
闘
瓶
師
吾

　
　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
　
一
二
九
　
　
（
一
六
三
）



　
　
　
第
嫡
子
　
　
研
　
究
　
　
弘
法
大
輝
の
入
定
蹴
に
就
い
て

　
　
顔
↓
有
心
之
者
必
需
二
西
名
號
↓
知
二
恩
徳
之
霞
弔
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
闘
魚
レ
欲
二
毛
屍
之
上
、
更
入
之
勢
護
℃
織
∴
密
教
壽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

　
　
命
《
可
〆
倉
レ
開
二
龍
華
之
庭
謀
…
也
Q
吾
倉
番
之
後
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
り
　
　
　
　
　
む
む
　
む

　
　
三
方
往
罰
生
兜
率
陀
天
論
可
レ
待
二
彌
勒
慈
魯
御
前
℃
五

　
　
十
六
億
除
之
後
、
必
慈
愈
御
熱
ハ
下
生
砥
候
、
可
レ
問
二

　
　
吾
先
跡
℃
且
未
下
之
問
、
見
二
微
雲
管
下
一
雨
二
信
否
℃

　
　
是
薬
療
ゾ
勤
得
ゾ
鮪
、
不
信
之
君
不
ゾ
幸
。
努
力
沁
々
、

　
　
勿
〆
爲
二
後
疎
喝

ε
め
る
。
此
の
御
字
丈
な
る
も
の
は
も
こ
秘
密
文
書
で
、

御
行
厭
集
記
に
は
．

　
　
遺
賢
、
是
大
師
作
。
　
二
十
五
條
縫
漣
、
付
二
代
々
大

　
　
阿
割
石
耶
↓
急
報
守
二
宗
家
℃
漁
者
密
宗
之
肝
心
、
門

　
　
徒
之
眼
目
也
。
伍
從
二
大
阿
溌
墨
｝
面
外
、
不
ゾ
可
レ
披
コ

　
　
見
他
人
一
云
云
。

ご
見
え
て
居
る
程
の
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
随
っ
て
其

の
潜
時
に
於
て
濃
表
せ
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、
爲
に
後
に

大
師
に
假
托
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
ざ
の

　
　
　
　
　
　
　
油
坦
二
　
號
　
　
　
　
四
〇
　
　
（
㎝
山
北
賜
）

疑
を
挿
む
べ
き
除
地
が
な
い
で
も
な
い
。
併
し
な
が
ら
余

輩
は
、
今
こ
、
に
此
の
遺
子
な
る
も
の
、
眞
、
儒
を
論
じ
．

是
が
年
代
を
云
云
す
る
の
要
は
な
い
。
假
り
に
之
を
後
の

假
托
こ
し
て
も
、
そ
れ
は
未
だ
入
定
説
の
成
立
せ
ぬ
以
前

め
も
の
で
あ
っ
て
、
讐
漣
の
入
寂
を
豫
期
し
て
の
下
面
で

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
。
「
吾
滅
度
の
後
」
ε
云
ひ
、
「
自
屍
」
冠
云
ひ
、
「
粥
眠

の
後
に
兜
恋
†
陀
天
に
往
生
す
」
ε
い
ふ
が
如
き
は
、
魏
れ

も
死
を
意
味
し
た
も
の
で
，
決
し
て
入
定
し
て
生
身
の
ま

、
に
彌
勒
出
世
を
待
つ
こ
の
愚
昧
で
は
な
い
。
兜
傘
天
上

に
往
生
す
る
こ
ご
は
肉
身
の
ま
＼
で
は
出
品
な
い
。
肉
膿

は
死
屍
こ
な
っ
て
四
大
に
還
原
し
て
も
、
よ
く
兜
峯
内
院

に
往
生
し
て
、
彌
勤
に
逢
ひ
奉
り
得
ら
れ
る
ご
考
は
、
當

時
に
於
て
存
在
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
法
華
験
寵
に
．
沙

門
仁
鏡
百
二
十
七
歳
に
し
て
都
峯
内
院
に
往
生
し
て
、
．
彌

勒
に
値
偶
し
た
こ
の
例
話
も
見
え
て
居
る
。
然
ら
ば
此
の

遣
交
な
る
も
の
が
、
果
し
て
大
師
の
親
し
く
遺
さ
れ
π
も

の
か
、
或
は
後
の
假
托
で
あ
る
か
を
問
は
す
、
む
し
ろ
大



師
入
定
設
の
反
謹
ε
も
な
る
べ
．
き
も
の
で
あ
る
ビ
言
は
ね

ば
な
ら
ぬ
。
併
し
な
が
ら
、
醜
に
大
師
が
．
彌
勒
出
世
の
曉

に
於
で
、
都
率
天
か
ら
共
に
下
生
す
る
ビ
の
こ
ご
を
遺
告

し
起
こ
め
つ
て
見
れ
ば
、
い
つ
し
か
そ
れ
が
入
定
庭
た
る

の
説
ご
合
致
し
て
、
大
師
は
入
定
し
て
肉
身
を
高
野
に
止

め
、
露
魂
は
繋
恋
†
天
に
上
っ
て
粥
勒
慈
心
に
侍
し
、
龍
華
三

愈
の
時
を
待
っ
て
再
び
此
の
世
界
に
下
り
、
更
に
も
こ
の

肉
身
に
戻
っ
て
出
定
せ
ら
れ
る
も
の
だ
ざ
の
、
ま
は
り
遠

い
説
ε
も
な
り
得
べ
き
も
の
で
あ
る
、

　
第
三
に
、
李
安
朝
の
中
頃
に
は
、
・
生
き
な
が
ら
身
を
焼

い
て
浄
土
に
往
生
す
る
ご
い
ふ
事
が
屡
々
行
は
れ
た
。
既

に
康
保
年
中
に
於
て
、
僧
長
明
身
を
焼
く
の
事
が
元
亨
誓

書
に
あ
る
。
百
錬
抄
に
は
長
徳
元
年
に
、
阿
彌
陀
峯
の
身

焼
上
人
が
あ
っ
た
事
を
記
し
て
、
「
頃
年
諸
國
焼
ゾ
身
者
十

一
人
」
ご
あ
れ
ば
、
除
程
流
行
し
た
も
の
ご
見
え
る
。
此

の
外
に
も
か
、
る
例
話
は
、
元
亨
著
書
や
法
華
験
記
に
少

か
ら
ず
見
え
て
居
る
。
支
那
に
予
て
は
此
の
頃
に
は
、
岩

　
　
　
第
五
巷
　
　
研
　
究
　
　
弘
法
大
師
の
入
完
説
に
蕊
い
て

怨
言
に
隠
れ
て
往
生
を
逮
ぐ
る
の
思
想
も
あ
っ
元
。
我
が

長
徳
よ
り
も
十
年
許
後
の
宋
の
景
徳
年
占
に
並
製
だ
景
徳

傳
燈
錐
を
見
る
ε
、
寒
山
拾
得
の
二
俗
が
、
岩
石
の
縫
中

に
入
り
、
共
の
縫
忽
然
こ
し
て
合
し
て
永
く
世
か
ら
懸
れ

た
こ
の
事
も
あ
る
。
併
し
な
が
ら
是
等
は
共
に
往
生
の
一

種
の
方
法
で
あ
っ
て
、
入
定
で
は
な
い
。
身
を
焼
い
た
り

或
は
岩
窟
中
に
隠
れ
始
り
し
た
も
の
を
以
て
、
入
定
ご
號

し
だ
例
は
決
し
て
古
く
鳳
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
併
し
既

に
か
、
る
思
想
が
あ
り
、
・
殊
に
身
を
焼
く
が
如
き
事
が
頻

々
ご
行
は
れ
π
以
土
は
、
高
野
山
が
大
師
の
入
定
慮
で
あ

る
ざ
い
ふ
事
か
ら
、
大
師
は
巖
窟
中
に
入
定
せ
ら
れ
た
の

で
、
生
身
の
ま
、
に
彌
…
勒
の
出
世
を
待
た
れ
て
居
る
の
だ

こ
の
説
も
、
良
か
ら
出
で
罵
り
得
べ
き
で
は
あ
る
ま
い

か
。　

　
　
　
四
望
　
　
　
語

　
後
世
に
は
、
生
き
な
が
ら
自
ら
身
を
焼
く
も
の
を
以
て

火
定
に
入
る
ご
聡
し
、
或
は
生
き
な
が
ら
土
中
に
埋
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
四
一
　
（
一
六
五
）



　
　
　
第
「
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
弘
法
大
師
の
入
定
蹴
に
就
い
て

れ
て
、
土
定
に
入
る
ご
い
ふ
死
の
方
法
も
物
に
見
え
出
し

た
Q
大
隅
國
國
分
騨
の
附
近
に
は
、
首
鼠
上
人
ビ
室
順
上

人
ε
の
入
定
の
石
棺
こ
い
ふ
も
の
が
今
に
遺
っ
て
居
る
Q

是
等
は
生
き
な
が
ら
棺
申
に
入
り
て
、
喪
中
で
弟
子
や
信

者
の
古
言
に
丁
霊
せ
ら
れ
て
、
窒
息
し
て
死
を
遽
げ
セ
も

の
で
あ
る
が
、
之
を
も
入
定
ご
云
っ
て
居
る
。
か
一
て
つ

ひ
に
は
、
僧
侶
の
死
を
入
定
ご
霧
す
る
様
に
も
な
っ
た
。

併
し
な
が
ら
是
等
は
詣
れ
も
入
定
で
は
な
く
等
自
殺
ご
葬

儀
ご
を
兼
ね
た
も
の
で
あ
る
。
入
定
ご
は
裁
定
三
味
に
入

る
事
で
、
自
殺
の
｝
の
方
法
で
は
な
い
。
｝
定
の
期
聞
飲

食
を
絶
ち
、
静
思
黙
考
す
る
の
で
あ
っ
て
、
た
ご
ひ
其
の

期
間
に
制
限
が
な
い
ご
は
云
へ
、
必
ず
生
身
の
ま
、
に
存

す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
諏
。
さ
れ
ば
弘
法
大
師
の
入

定
説
ご
云
ふ
も
の
も
、
大
師
が
生
身
の
ま
、
に
岩
窟
内
に

結
翻
跣
坐
し
て
、
五
十
六
億
七
千
萬
歳
の
後
を
待
っ
て
居

ら
れ
る
ご
云
ふ
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
其
の
死
を
意
味
し

た
も
の
で
は
な
い
。
無
論
火
葬
は
之
を
認
め
な
い
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
囲
四
二
　
　
（
｝
六
六
）

る
。
而
も
大
師
は
其
の
療
病
氣
に
よ
っ
て
普
通
の
死
を
逡

げ
、
其
の
遺
骨
は
茶
毘
に
附
し
て
、
混
め
黙
照
し
た
る
墓

…
所
に
葬
ら
れ
だ
の
で
あ
っ
た
。
當
時
の
記
録
交
書
は
固
よ

b
、
遺
弟
門
徒
の
書
い
た
大
師
の
傳
記
に
も
、
明
か
に
此

の
趣
は
見
え
て
居
る
。
大
師
の
御
潅
文
ざ
署
す
る
も
の
に

も
、
塩
池
の
死
の
三
昧
は
見
え
る
が
何
等
入
定
の
事
は
な

い
。
然
る
に
爾
後
二
百
四
五
十
風
聞
に
、
斯
か
る
明
白
な

る
史
料
あ
る
に
拘
ら
す
、
大
師
の
高
徳
は
よ
く
其
の
入
定

説
を
完
成
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。

（
健
ロ
』
F
曇
口
）
貞
魏
寺
座
主
の
寛
亭
七
年
の
空
海
和
上
傳
甜
に
、
大
締
年
六
十
三

法
繭
四
十
三
ミ
あ
る
の
ば
、
既
に
蓮
べ
六
如
く
認
憶
の
談
で
あ
ら
・
り
が
、

貞
魏
十
一
年
に
醗
來
れ
績
日
本
後
紀
に
も
大
師
年
六
十
三
ぜ
あ
れ
ば
、
此

の
頃
で
に
斯
く
計
算
ぜ
ら
れ
て
居
六
も
の
か
ミ
思
に
れ
る
り
或
ば
前
の
数

へ
方
の
誤
な
正
し
六
の
で
あ
っ
六
か
も
知
れ
［
ぬ
o


